
 
 
第７回  
ふくまる夢たまごセミナー 

 
 

 

 日 時  10月 14日（金）18：00～20：00 

 場 所  池田市立池田小学校 

  

 内 容  おもしろ授業実践 

「特別の教科道徳」 

講師  中野 正敏 指導主事 （池田市教育委員会） 

「体育科」 

講師  越智 裕 指導主事 （池田市教育委員会） 

  

 本日参加の塾生は、11 名、池田小

学校の教室で授業が始まりました。 

  1限目は「道徳」、中野指導主事よ

り『ほんとうの幸せとは？』というテ

ーマで、塾生の内面にせまる授業が展

開されました。 

最初に、塾生一人ひとりが本当の幸

せだと思うことを語りました。 

次に、中野指導主事から猿渡瞳さ

んの 「命を見つめて」という作文が

提示されました。塾生は、猿渡さん

の『本当の幸せは「今、生きている」

ということ』という言葉について、

汎用性と納得度を考え、座標軸の横

軸を納得度、縦軸を汎用性とし、一

人ひとりが自分の納得度と汎用性の



位置にカードを置きました。なぜその位置なの

か、他の塾生と言葉を交わすことで、ますます

深く「幸せとは」を考えるきっかけになりまし

た。 

 

2 限目は、「体育」、越智指導主事より

思考ツールを使用し、自分の運動を言語化

していく授業が展開されました。 

最初に、塾生は、越智指導主事のリード

のもと、ゲームの要素を取り入れた体ほ

ぐしと、音楽を流しながらのリズミカル

な準備体操を体験しました。 

 次に、ボールゲームのルール説明があ

り、塾生は、まず、OPP シートに学習前

のゲームのポイントを書き込みました。

その後、2 チームに分かれ、ゲームを行

い、ゲーム後の自分の考えを PMI シート

に書きました。そのシートをもとに、チー

ム内で話し合い、もう一度ゲームを行い

ました。 

 

塾生は、ゲームを楽

しみながら、同じ教

師をめざす仲間とし

てさらに、親しくな

ったようです。 

 

お二人の指導主事から、授業の面白さと、学習を

言語化し、学びを自覚していくことの大切さを 

学んだセミナーになりました。 

猿渡瞳さん 

平成 16 年 9 月 16 日に骨肉腫のために亡

くなった中学 2 年生の猿渡瞳さん(当時 13

歳)。瞳さんは、小学校 6 年生のときに骨肉腫

と診断され、病と闘いながらも学校生活を続

けました。闘病生活の中で得た命の尊さを、

作文『命を見つめて』としてまとめました。 

 

PMIシート 

P(Plus)よい点、M(Minus)改善する点、 

I (Interesting)興味深い点をシートに 

書き込んでいく思考ツール 

 

OPPシート 

O(One)、P(Page)、P (Portfolio) 

一枚のシートに授業前・中・後の学習 

を記録し振り返るツール 

書き込んでいく思考ツール 

 

座標軸 

  一つの事柄を二つの側面から 

比較・検討していく思考ツール 


